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日本共産党

南
畑
さ
ち
代
で
す

こ
ん
に
ち
は
市
会
議
員

日本共産党 和歌山市会議員

南畑 さち代

10
月
16
日
、
鈴
鹿
電
設
（
有
功
方
面
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
者
）
は
、
県
に
林
地
開
発
許

可
申
請
を
提
出
し
ま
し
た
。
県
は
「
開
発
区
域
内
権
利
者
お
よ
び
利
害
関
係
者
の
同
意
書
が

添
付
さ
れ
て
い
な
い
」
と
し
て
補
正
文
を
つ
け
て
10
月
25
日
に
返
却
し
ま
し
た
。
文
中
に
は

和
歌
山
市
に
関
係
す
る
内
容
も
あ
る
こ
と
や
計
画
に
反
対
の
隣
接
自
治
会
が
あ
る
こ
と
か
ら

質
問
し
ま
し
た
。

１１月１１日、西ニュータウ
ン自治会で、メガソーラー計
画の賛否を問う住民投票の開
票が行われ、圧倒的多数で反
対が決まりました。

＜投票結果＞
反対：３０９票
賛成：１０１票
白票： １４票

質
問

県
が
補
正
を
求
め
て
い
る
和
歌
山

市
管
理
の
里
道
・
水
路
の
施
工
同
意
書
に
つ

い
て
、
事
業
者
と
の
協
議
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答
弁

里
道
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
か
ら

払
い
下
げ
の
要
望
が
あ
り
、
自
治
会
の
同
意

を
得
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
水
路
の
施
工
、

占
用
に
つ
い
て
は
、
市
有
地
の
工
事
施
工
願

い
、
占
用
許
可
申
請
の
際
に
自
治
会
の
意
見

書
、
水
利
組
合
の
意
見
書
等
の
提
出
に
よ
り

同
意
を
得
る
こ
と
を
指
導
し
て
い
る
。

質
問

公
共
施
設
等
の
管
理
者
の
同
意
と

し
て
、
放
流
先
水
路
等
の
同
意
書
、
下
流
河

川
や
下
流
水
路
の
地
点
の
協
議
結
果
は
ど
う

か
。

答
弁

水
利
組
合
の
意
見
書
等
の
提
出
に

よ
り
地
元
の
同
意
を
得
る
こ
と
を
指
導
し
て

い
る
。
事
前
協
議
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、

整
う
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

※
現
在
、
計
画
地
に
隣
接
す
る
自
治
会
は
住

民
投
票
を
行
い
、
計
画
反
対
を
決
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
有
功
池
水

利
組
合
も
反
対
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

質
問

同
意
書
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は

ど
う
な
る
の
か
。

答
弁

申
請
を
受
理
で
き
な
い
。

（和歌山駅前でのメガソーラー反対宣伝）

台
風
21
号
で
家
屋
の
浸
水
は
、
床
上
２
３

１
件
、
床
下
１
６
４
件
。
亀
の
川
、
和
田
川

は
氾
濫
が
予
測
で
き
た
の
で
、
避
難
勧
告
が

発
令
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
避
難
勧
告
が

出
さ
れ
て
い
な
い
七
瀬
川
付
近
で
も
床
上
浸

水
等
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
（
裏
面
に
続
く
）

共
産
党
と
い
う
名
前

選
挙
で
後
退
す
る
た
び
に
支
持
者
の
方

か
ら
「
党
名
を
変
え
た
ら
ど
う
か
」
と
の

善
意
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

共
産
党
と
い
う
名
前
は
、
い
ず
れ
資
本

主
義
を
乗
り
越
え
て
真
に
人
間
が
豊
か
に

暮
ら
せ
る
未
来
社
会
（
社
会
主
義
・
共
産

主
義
）
を
め
ざ
す
と
い
う
党
の
綱
領
に
も

と
づ
く
も
の
で
す
。
綱
領
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
党
名
だ
け
「
○
○
党
」
と
変
え
て
も

（
共
産
党
）
と
カ
ッ
コ
付
き
で
呼
ば
れ
続

け
る
だ
け
で
し
ょ
う
。
綱
領
が
あ
る
か
ら

こ
そ
日
本
共
産
党
の
存
在
意
義
が
あ
り
ま

す
。
当
面
の
政
策
が
的
確
で
あ
り
姿
勢
が

ぶ
れ
な
い
の
も
綱
領
と
い
う
屋
台
骨
が
し

っ
か
り
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
綱
領
を
含

め
日
本
共
産
党
の
姿
を
丸
ご
と
知
っ
て
も

ら
う
努
力
が
も
っ
と
必
要
だ
と
痛
感
し
て

い
ま
す
。

大
門
み
き
し
参
院
議
員

か
ろ
や
か
エ
ッ
セ
イ
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無 料 生 活 相 談

お問い合わせは南畑幸代まで
435-1113（日本共産党市議団直通）

日時：１月１０日（水）
午後６時～７時
（1月24日は都合により中止さ

せていただきます）
会場：河西診療所組合員ホール
申込：南畑幸代まで

日時：毎週木曜日、午前10時～12時
（１月は１１日からです。電話での相
談は常時行っています）

会場：南畑幸代生活相談所
TEL 453-3418、 453-7758（自宅）
和歌山市善明寺411-4

無 料 生 活 法 律 相 談

相談実施中は看板を出しています

１０月～１１月の生活相談件数
住宅 ：２件 介護 ：２件 法律：１件
障がい ：４件 医療費：３件 年金：2件
生活保護：５件 災害 ：１件

（床上浸水の状況）

日
本
か
ら
数
千
キ
ロ
以
上
も
離

れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
厳
し
い
冬
が

始
ま
っ
た
11
月
初
め
、
ナ
チ
ス
ド

イ
ツ
の
ユ
ダ
ヤ
人
大
虐
殺
（
ホ
ロ

コ
ー
ス
ト
）
の
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ

ツ
を
訪
れ
ま
し
た
。
１
２
０
０
万

人
に
上
る
殺
人
。
こ
れ
に
よ
っ
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
３

分
の
２
が
殺
さ
れ
、
こ
の
地
で
は

３
０
０
万
人
が
殺
さ
れ
ま
し
た
。

４
０
０
人
の
人
が
入
れ
ら
れ
て

天
井
の
穴
か
ら
チ
ク
ロ
ン
ガ
ス
が

注
ぎ
込
ま
れ
た
部
屋
。
ポ
ー
ラ
ン

ド
国
立
博
物
館
公
式
ガ
イ
ド
の
中

谷
剛
さ
ん
が
静
か
に
指
を
さ
し
て

穴
を
示
し
ま
し
た
。
使
用
済

み
の
チ
ク
ロ
ン
Ｂ
の
空
き
缶
。

大
量
の
メ
ガ
ネ
。

た
く
さ
ん
の
子
ど

も
の
靴
。
大
小
長

短
の
義
足
の
山
。

じ
ゅ
う
た
ん
や
布

に
す
る
た
め
の
大

量
の
女
性
の
毛
髪
。

名
前
と
住
所
の
書

か
れ
た
ト
ラ
ン
ク

の
山
。
「
働
け
ば

自
由
に
な
る
」
と

書
か
れ
た
ゲ
ー
ト
。

列
車
の
引
込
み
線
は

目
を
落
と
せ
ば
ガ
タ

ゴ
ト
と
音
と
悲
鳴
が

聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
今
も
そ
の

ま
ま
の
レ
ー
ル
。
監
視
塔
。
鉄
条

網
の
間
に
あ
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト

柱
に
は
電
線
を

結
ぶ
碍
子
が
朽

ち
る
こ
と
な
く

ズ
ラ
リ
と
つ
い

て
い
ま
し
た
。

真
冬
に
は
零
下

20
度
に
も
な
る

凍
て
つ
く
地
で
、

胸
が
痛
い
。
（

次
号
に
つ
づ
く
）

（「働けば自由になる」と掲げられた強制収容所入口）

（ナチスがユダヤ人の選別をした鉄道引き込み線）

楠見
Ｍ

寄 稿

質
問

今
後
、
避
難
勧
告
等
の

対
策
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁

「
今
後
、
避
難
勧
告
等

の
判
断
が
必
要
と
な
る
場
合
は
、

過
去
の
状
況
を
踏
ま
え
、
消
防
局

と
協
力
し
て
対
応
し
て
い
く
」

※
要
望

速
や
か
な
対
応
を
！

質
問

緊
急
入
居
対
応
は
ど
う

か
。
広
く
知
ら
せ
る
こ
と
は
ど
う

か
。

答
弁

「
市
営
住
宅
へ
の
緊
急
入

居
対
応
に
つ
い
て
は
、
罹
災
証
明

の
発
行
さ
れ
た
方
２
名
を
受
け
入

れ
た
。
現
在
10
戸
を
準
備
し
て
い

る
」
「
今
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
知
ら
せ
て
い
く
」

質
問

教
科
書
は
無
償
で
配
布

を
！

※
児
童
生
徒
の
教
科
書
等
が
使
え

な
く
な
っ
た
方
が
あ
り
、
支
援
策

や
、
拡
充
の
必

要
性
に
つ
い
て

質
問
。

答
弁

「
就
学

援
助
対
象
者
で

な
い
児
童
生
徒

も
含
め
教
科
書

等
の
配
布
に
つ

い
て
学
校
と
連

携
し
、
検
討
し

て
い
く
」

質
問
し
ま
し
た
。

質
問

避
難
勧
告
が
出
な
か
っ

た
の
は
な
ぜ
か
。

答
弁

亀
の
川
、
和
田
川
は
県

の
水
位
周
知
河
川
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
水
位
観
測
所
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
紀
伊
地
区
の
河
川
は
、

避
難
時
間
の
確
保
を
河
川
の
水
位

に
よ
り
判
断
す
る
こ
と
が
難
し
い

小
河
川
で
、
現
場
状
況
で
判
断
す

る
必
要
が
あ
っ
た
。

質
問

樋
門
の
開
閉
状
況
は
ど

う
か
。

答
弁

「
鴨
井
排
水
樋
門
は
紀

の
川
か
ら
支
流
へ
の
逆
流
が
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
ゲ
ー
ト
を

閉
め
る
操
作
は
お
こ
な
わ
ず
、
高

川
樋
門
は
、
規
定
の
水
位
以
上
で
、

か
つ
逆
流
が
認
め
ら
れ
た
た
め
ゲ

ー
ト
を
閉
め
る
操
作
を
行
っ
た
」

（
表
面
か
ら
続
く
）


